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め
庇
較
を
揭
げ

_
'て
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ゐ
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り
せ
る
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來
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實
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摘
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氏
は
丧
業
增
大：

の
.裏
面
的
事
實
と
し
：て
、：

近
年
に
.於
け
る
我
國
の
自
殺
の 

增
加
を
擧
«

て
ゐ
：
る

が
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記

述
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簡

略

に
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し
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充

分

に

肯

か

：レ

泠

务

に

^
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?

，'2
^

ロ
壓
ヵ
の
緩
和̂

關
す
名
國
民
の
：要
望
と
政
府
の
：決
意
に
關
す
る
も
の
で
>

.1
1
由
、
岩
切
ク
中
村
プ
山
本
、
.：
：
，
藤

山

、
‘
：
湯

德

の

諸

圾

の

質
 

凝
と
ァ
.若
槻
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田
沖
兩
大
臣
の.答
辯
等
ょ
り
成
る.
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,60
ユ

需
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解
決
案
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氏
.に

從

：
へ
^

:

0

0產
兒
制
眼
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：

(

ニ
：

)

移
进
、
5

^

効
羅
如
占
認
め
ら
れ
る
の
は
第
四
の0:
-
業

化
-.
0
み
：で
：あ
:;
|
)':
'
で

、

に

白

本

の

：
進

職

が

發

見

さ

.れ

：
る

と

：
い

ふ

の

で

あ

る

-°
比

較

调

無

効

な
 

最
初
の
三
策
は
第
苎
章̂
解
決
案
¥
9
:內
溶
で
.：#
り
、0:
藥

：
化

は

：
別

に

«

四

章

の

題.：目;̂
な
^

て
*

:
「

產
倪
淛
限
運
動
亦
日
本
當
局
：に

«

迎
さ
れ
ぬ
事
爆
决
ン
.：ガ
;1

女
史
來
朝
屬
時
の
事
情
ヒ
ょ
.

つ
^ :

明
か
で
急'
る
が
>
斯 

本
; 0
#

5

歷
カ
，を
緩
淑
す
る
に
^

#

名

効

果

を

期

待

し

翁

：い

.
事
拟
次
の.
1

;

の
事
實
か
ら
結
論
さ
れ
る
と
：い

ふ

::
0

第
：
：-- 

_

に
求
職
人.
ロ̂

ム
て
新
た
长
屋
場
す
ベ
き
<

<

ロ
は
旣
に
生
れ
で
來
て
ー
ゐ
；る
：ぶ
士
ヤ
あ
り
、
第

1

1

は
_

兒
制
眼
に
_ょ
る
昍
生
率
の
庶
下 

は
必
然
に
乳
幼
满.の
：死
亡
率
セ
減
退
せ
し
め
る
か
ら
增
加
率
そ
の
も
の
は
果
し
て

f

e
^ F

す
洛
か
否
か
疑
間
だ
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

「

私
は 

產
兒
淛
限
吡
無
益
な
死
波
^

妨
止
ず
石
點
か
ふ
、

.

，家
適
や
奪
如
て
國
家
め
負
擔
を
輕

P
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渴
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ざ
：る
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學

的
 

手

段
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^
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進

せ
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る
；
効

果
^

夺

事

か

ら
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假

令

人

，
ロ

增

加

率

.
に

直

接

大 

な
る
影
響
な
く
と
も
、
決
し
て
無
視
さ
る
可
含
で
な
い
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
人
ロ
問
題
を
主
と
し
て
數
の
問
題

: 6

し
て 

取
扱
つ
て
ゐ
る
や
ぅ
で
あ
る
か
ら
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結
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の
自
づ
と
異
る
の
も
.|
1
:む
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得
な
い
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あ
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次
に
移
住
の
卯
題
は
國
內
移
住
と
海
外
移
住
と
に
分
つ
事
が
出
來
る
。
國
內
移
住
に
つ
い
て
，見
る
に
、
未
開
拓
：の
地
' は
既
に
乏
し
く 

.假
り
に
常
局
の
’絕
允
の
獎
勵
と.一

般
< 0
.

熱
烈
な
移
住
心
を
以
て
し
て
も
、
次
の
十
年
間
に
三
百
萬
人
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が
國
內
移
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を
行
ひ
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次
に
海
外
移
住
に
つ
v>

て
見
る
に
、
日
本
人
が
先
天
的
に
移
住
に
適
f

る
民
族
と
•は
考
へ
ら 

れ
な
い
し
*
.又
政
府
が
七
の
方
面
に
赞
カ
を
惜
ん
だ
形
跡
も
な
い
。
而
も
日
本
人
'の
海
外
發
股
の
遲
々
と
し
て
進
ま
ざ
る
の
ぬ
全
く
外

卜
^
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雙
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難
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賞
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獲

漱

劇
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激
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日
本
の
移
^

^

題
を
^

■

決
す
る
咖
に
宣
傅
さ
れ
た
滿
洲
國
の
誕
生
も
、
氏
の
見
解
に
從
へ
ば
、大
戰
前
の
ア
フ
リ
カ
の
獨
逸
領
と
軌
を
同
じ
く
す
る
で
あ
ら
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氏
'̂

滿
糾
國
を
以
て
^

^

地
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し
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寧
ろ
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他
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し
て
觀
察
し
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ゐ
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あ
る
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次
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ロ
緩
和
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し
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振
興
案
は
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嗓
給
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增
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案
と
密
接
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ぴ
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ゐ
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が
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,
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媒
じ
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否
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激
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械
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^
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で
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獷
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^
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。
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が
れ
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活
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紀
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の
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を
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G

た
膠
式
的
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較
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ど
ど
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す
作
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命̂
主
：
 

食
物
ど
す
幺
张
括
は
低
級.だ
4

'^
ふ
皮
根
0
解
轉
ゆ
過
：ぎ
ぬ
こ
と
を
認_
.し
^
^
.
:の：ば
奢
者
0

#
嚴
で
ぁ
ん
0
;»?
.

.か
に
安
價
な
坐
活
で
访>
る

が
->
»

L,
て
：低
級̂

I

意
味
す
る
も
の
で
な
い
事
は
倉
ふ
造
も
な
い
？
生
活
が
安
價
な
上
に
龙
大
な
人
口

 ̂

存
在
ず
れ
ば
賃
銀
讨
低
い
の
が
當
然
で
ぁ
づ

T
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猶
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.る
事
は
商
知
の
.事
實
で
ぁ
り
、
著
#-

は
こ
れ
に
日
本
產
業
優
位
0.

主
.た

る

原

因|:
'
漱

め

て

_ 

ゐ
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示
し
た
.の
は
或
る
意
眯
に
於
て
‘創
意
で
あ
る
と
さ
へ
論
じ
て
ゐ
る
。
今
日
で
は
明
か
に
創
意
の
時
代
に
入
り
、
较
術
的
進
步
は
多
方
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に
於
て
歐
來
諸
國
を
凌
駕
し
來
つ
た
。
こ
の
事
は
日
本
の
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利
な
厮
料
を
«'

用
1>
-
0.
1:
;

も
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ゐ
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と

0 :

て
は
、

「

：输 

出

品
0

多
く
が
积
小
玉
業
の
製
© '

な
ふ
事
か
ら::
'
.
:需

耍
.に

1 »

じ
だ
製
品| :
'

容
易
に
坐
產
し
萍
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献
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